
四

専
攻
学
科
目　

物
性
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和
四
六
年
一
二
月

略　
　
　

歴　

平
成　

八
年　

三
月 

東
京
大
学
工
学
部
物
理
工
学
科
卒
業

同　

一
三
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

一
三
年　

三
月 
博
士
（
工
学
）

同　

一
三
年　

四
月 
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
助
手

同　

一
八
年　

四
月 
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
専
任
講
師

同　

二
一
年　

四
月 

東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
先
端
基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
四
年　

四
月 

東
北
大
学
原
子
分
子
材
料
科
学
高
等
研
究
機
構
（
現
・
東
北
大
学
材
料
科
学
高
等
研
究
所
）
主
任
研
究
者

 

（
現
在
に
至
る
）

同　

二
六
年
一
〇
月 

科
学
技
術
振
興
機
構ER

ATO

「
齊
藤
量
子
整
流
」
総
括

同　

二
七
年　

四
月 

東
北
大
学
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

同　

三
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

二
年　

四
月 

東
北
大
学
名
誉
教
授

同　
　

二
年　

七
月 

東
京
大
学B

eyond A
I

研
究
推
進
機
構
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　
　

三
年　

四
月 

東
京
大
学
ナ
ノ
量
子
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
機
構
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

齊さ
い　

藤と
う　

英え
い　

治じ



二
二

博
士
（
工
学
）
齊
藤
英
治
氏
の
「
ス
ピ
ン
流 

物
理
学
の
先
駆
的
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

齊
藤
英
治
氏
は
、
固
体
物
理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
観
測
が
困
難
で
あ
っ
た

ス
ピ
ン
流
の
検
出
原
理
を
確
立
し
、
ス
ピ
ン
流
物
性
科
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

さ
ら
に
ス
ピ
ン
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
を
は
じ
め
と
す
る
、
ス
ピ
ン
流
の
基
礎
的
な

現
象
を
次
々
と
発
見
し
、
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
を
先
導
し
て
き
た
。　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
電
流
や
電
圧
を
信
号
・
情
報
と
し
て
利
用
す
る
技
術

で
あ
る
。
電
流
と
電
圧
は
電
子
の
も
つ
「
電
荷
」
か
ら
生
じ
る
が
、
電
子
は
電

荷
の
ほ
か
に
内
部
自
由
度
と
し
て
「
ス
ピ
ン
」
を
持
っ
て
い
る
。
ス
ピ
ン
は
微

小
な
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
と
し
て
振
る
舞
う
た
め
、
ス
ピ
ン
の
向
き
も
信
号
・
情

報
と
し
て
利
用
で
き
る
。
電
荷
だ
け
で
な
く
ス
ピ
ン
も
利
用
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
を
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
呼
ぶ
。
近
年
、
実
際
に
ス
ピ
ン
を
利
用
し
た

電
子
デ
バ
イ
ス
が
多
く
提
案
、
制
作
さ
れ
、
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。

ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
の
発
端
の
ひ
と
つ
は
、
磁
性
金
属
超
格
子
に
お
け

る
巨
大
磁
気
抵
抗
効
果
の
発
見
で
あ
る
（
二
〇
〇
七
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
）。

こ
れ
は
電
気
抵
抗
が
磁
場
で
大
き
く
変
化
す
る
現
象
で
あ
り
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク

の
読
み
取
り
ヘ
ッ
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
ト
ン
ネ
ル
磁
気
抵
抗

効
果
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
現
在
、
多
く
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
読
み
出
し
ヘ
ッ
ド

と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
子
の
電
荷
に
よ
る
電
流
の
代
わ
り
に
、
電
子
の
ス
ピ
ン
の
流
れ
で
あ
る
ス

ピ
ン
流
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
全
く
新
し
い
機
能
の
デ
バ
イ
ス
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ピ
ン
の
向
き
に
よ
っ
て
電
子
の
移
動
の
方

向
が
異
な
れ
ば
、
ス
ピ
ン
流
が
発
生
す
る
。
ス
ピ
ン
流
は
電
流
と
は
独
立
の
物

理
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
荷
の
保
存
則
に
対
応
し
て
電
流
は
保
存
す
る
が
、

固
体
中
で
は
ス
ピ
ン
軌
道
相
互
作
用
の
た
め
に
ス
ピ
ン
角
運
動
量
は
保
存
せ

ず
、
ス
ピ
ン
流
も
保
存
し
な
い
。
電
流
演
算
子
は
電
流
保
存
則
を
満
足
す
る
よ

う
に
一
意
的
に
定
ま
る
が
、
厳
密
な
ス
ピ
ン
流
演
算
子
の
定
義
に
は
あ
る
程
度

あ
い
ま
い
さ
が
残
る
。
そ
の
た
め
、
ス
ピ
ン
流
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
基
礎
・
応
用
の
両
面
か
ら
大
い
に
興
味
を

持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

磁
場
中
で
は
電
子
が
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
を
受
け
る
た
め
、
電
場
と
垂
直
方
向
に

も
電
流
が
流
れ
る
。
こ
れ
は
ホ
ー
ル
効
果
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
磁
場

が
な
く
て
も
、
運
動
す
る
電
子
は
ス
ピ
ン
軌
道
相
互
作
用
に
よ
る
「
有
効
磁
場
」

を
感
じ
、
上
向
き
ス
ピ
ン
の
電
子
と
下
向
き
ス
ピ
ン
の
電
子
が
逆
方
向
の
力
を

受
け
る
。
こ
の
た
め
、
電
流
を
流
す
と
電
流
と
は
垂
直
方
向
に
、
電
荷
の
流
れ



二
二

を
伴
わ
な
い
ス
ピ
ン
流
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
「
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
」
と
よ
ば

れ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
ス
ピ
ン
流
を
直
接
検
出
す
る
方
法
が
存
在
し
な
か
っ
た

た
め
、
ス
ピ
ン
の
向
き
の
空
間
変
化
（
ス
ピ
ン
蓄
積
）
を
観
測
す
る
な
ど
、
間

接
的
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き
て
い
た
。

齊
藤
氏
はN

iFe
／
金
属
複
合
膜
に
お
け
る
系
統
的
な
実
験
に
よ
り
、
ス
ピ

ン
流
に
よ
っ
て
強
い
電
場
が
発
生
す
る
こ
と
を
世
界
に
先
駆
け
て
観
測
し
た
。

こ
れ
は
、
電
流
に
よ
っ
て
そ
の
垂
直
方
向
に
ス
ピ
ン
流
が
発
生
す
る
ス
ピ
ン

ホ
ー
ル
効
果
の
逆
過
程
に
対
応
し
、「
逆
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
逆
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
に
よ
っ
て
ス
ピ
ン
流
を
検
出
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
こ
れ
を
契
機
に
ス
ピ
ン
流
の
研
究
が
世
界
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

齊
藤
氏
は
、
逆
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
に
よ
る
ス
ピ
ン
流
検
出
の
手
法
に
基
づ

き
、
ス
ピ
ン
流
に
関
す
る
研
究
を
展
開
し
、
絶
縁
体
ス
ピ
ン
流
、
ス
ピ
ン
ゼ
ー

ベ
ッ
ク
効
果
、
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
磁
気
抵
抗
効
果
、
動
的
ス
ピ
ン
流
生
成
な
ど
、

ス
ピ
ン
流
科
学
に
お
け
る
基
礎
現
象
の
多
く
を
観
測
し
て
き
た
。
中
で
も
、
ス

ピ
ン
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
の
発
見
は
注
目
さ
れ
る
。
通
常
の
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
は

温
度
差
に
よ
っ
て
電
流
が
発
生
す
る
現
象
で
あ
る
。
電
流
が
流
れ
な
い
場
合
に

は
起
電
力
を
誘
起
す
る
。
ま
た
、
逆
に
電
流
に
よ
り
温
度
差
を
誘
起
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ス
ピ
ン
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
は
温
度
差
に
よ
り
ス
ピ
ン
流
が
発
生
す

る
現
象
で
あ
り
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ピ
ン
流
の
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
現
象

で
あ
る
。
ス
ピ
ン
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
は
絶
縁
体
で
も
ス
ピ
ン
流
の
良
導
体
で
あ

れ
ば
機
能
す
る
。
ス
ピ
ン
流
は
逆
ス
ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
に
よ
っ
て
起
電
力
を
発

生
す
る
た
め
、
絶
縁
体
に
よ
る
熱
発
電
も
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ピ

ン
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効
果
は
熱
発
電
や
熱
流
セ
ン
サ
ー
な
ど
応
用
の
面
か
ら
も
興
味

が
持
た
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ピ
ン
流
の
物
理
は
従
来
か
ら
の
電
荷
に
加
え
て
ス
ピ
ン
の

観
点
か
ら
物
質
を
見
直
す
も
の
で
あ
り
、
学
術
的
に
も
実
用
的
に
も
、
そ
の
影

響
は
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
齊
藤
氏
は
ス
ピ
ン
流
の
物
理
の
最
初
の
扉
を

開
き
、
ス
ピ
ン
流
科
学
を
先
導
し
、
そ
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
そ
の
功

績
は
大
き
く
、
日
本
学
士
院
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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